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昨年は大変暑い夏でした。1990年代以降高温になる気候の年が頻出してい
ます。今年の夏もこの予防五カ条をしっかり守って事故を防ぎましょう。

熱中症予防の五カ条
１ 環境条件に合わせて運動する（時間帯調整やこまめな休憩）

でき だけ薄着 し 直射日光は帽子で け
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１ 環境条件に合わせて運動する（時間帯調整やこまめな休憩）

でき だけ薄着 し 直射日光は帽子で け２ できるだけ薄着にし、直射日光は帽子で避ける
３ 暑さにならす
４ こまめに水分補給する

２ できるだけ薄着にし、直射日光は帽子で避ける
３ 暑さにならす
４ こまめに水分補給する
５ 暑さに弱い人は特に注意をする５ 暑さに弱い人は特に注意をする

平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度
（速報値）

★5年間の熱中症に対する医療費給付件数 （平成18年度～平成22年度）

幼稚園・保育園 16 （1） 18 （0） 16 （0） 6 （0） 26 （0）

小学校 150 （0） 367 （0） 202 （0） 115 （0） 411 （0）

中学校 1191 （1） 1778 （2） 1449 （0） 861 （0） 2033 （0）

高等学校・
1490 （0） 1779 （2） 1669 （2） 951 （3） 2136 （1）

（備考）
※学校の管理下に置いて給付

した熱中症の件数です。
※（ ）内の数字は熱中症による

死亡見舞金給付件数です

http://naash.go.jp/anzen/

高等専門学校
1490 （0） 1779 （2） 1669 （2） 951 （3） 2136 （1）

合 計 2847 （2） 3942 （4） 3336 （2） 1933 （3） 4606 （1）

死亡見舞金給付件数です。
※平成22年度は速報値のため

変動する可能性があります。



応急処置のポイント！応急処置のポイント！
熱中症の症状によって 処置の仕方がちがいます あわてず対応をしましょう！

H23.5

～熱中症の症状によって、処置の仕方がちがいます。あわてず対応をしましょう！～
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■救急車到着までの間、積極的に体を
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体温調節が破たんして起こり、
高体温で種々の程度の意識障
害が起こります。
【症状】

足がもつれる、ふらつく、転倒す
る、突然座り込む、立ち上がれ
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水をかけたり、濡れタオルを当てて
扇ぐ。
One Point アドバイス!!
氷やアイスパックがあれば、頚部、脇の
下、足の付け根などの大きい血管を冷や
すのも効果的！！
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脱水によるもので、全身倦怠感
脱力感、めまい、吐き気、嘔吐、
頭痛などが起こる。頻脈、顔面
蒼白となる。体温の上昇は顕著
ではない
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大量の発汗があり、水のみを補
給した場合に血液の塩分濃度が
低下して起こるもので、筋の興
奮性が亢進して、四肢や腹筋の
けいれんと筋肉痛が起こる。

。

0.9％食塩水
（ 9ｇの塩／１
Lの水）

点滴を受ける
必要がありま
す。

・・

http://naash.go.jp/anzen/

軽症


